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ア
メ
リ
カ
本
土
で
は
、
そ
の
州
に
住

ん
で
い
る
人
を
「
〇
〇
ア
ン
」
と
呼
ぶ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
例
：
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
に
住
ん
で
い
る
人
↓
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
ン
）
皆
さ
ま
も
「
ハ
ワ
イ

ア
ン
」
と
い
う
と
「
ハ
ワ
イ
に
住
ん
で

い
る
人
」
と
認
識
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
し
か
し
、
ハ
ワ
イ
で

は
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
」
と
い
う
言
葉
の
使

い
方
が
ア
メ
リ
カ
本
土
と
は
少
し
違
い

ま
す
。
ハ
ワ
イ
原
住
民
の
子
孫
の
こ
と

を
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
」、
移
民
者
の
子
孫

の
こ
と
を
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
呼
び
ま
す
。

ハ
ワ
イ
原
住
民（
ハ
ワ
イ
ア
ン
）と
は
？

　

ハ
ワ
イ
原
住

民
と
は
、
１
０

０
０
年
ほ
ど
前

に
ハ
ワ
イ
の

島
々
に
た
ど
り

着
い
た
ポ
リ
ネ

シ
ア
人
の
こ
と

で
す
。
ハ
ワ
イ

原
住
民
は
何
百
年
も
の
間
、
外
の
世
界

と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
な
く
、
独
自
の

文
化
が
発
展
し
ま
し
た
が
、「
フ
ラ
」
や
、

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

「ハワイアン」と「ローカル」の違い

ハワイの伝統的な船ハワイの伝統的な船

天
文
学
を
利
用
し
た
遠
洋
航
海
は
、
ポ

リ
ネ
シ
ア
文
化
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

移
民
者
（
ロ
ー
カ
ル
）
と
は
？

　

19
世
紀
ハ
ワ
イ
で
は
労
働
者
不
足
と

な
り
、
世
界
各
国
か
ら
移
民
者
を
招
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
中
か
ら
多

く
の
人
々
が
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
、
ハ
ワ

イ
は
豊
か
な
国
に
成
長
し
ま
し
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
国
の
移
民
者
の
間
で
生
ま

れ
、
育
っ
た
子
孫
は
「
ロ
ー
カ
ル
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
使
い
分
け
て
い
る
か

　

現
代
で
は
、「
ハ
ワ
イ
ア
ン
」
の
文

化
よ
り
「
ロ
ー
カ
ル
」
の
文
化
が
大
き

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
ハ
ワ
イ
に
住

ん
で
い
る
人
々
は
、
自
分
と
相
手
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
認
め
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
る

た
め
「
ハ
ワ
イ
ア

ン
」
と
「
ロ
ー
カ

ル
」
の
使
い
分
け

を
し
て
い
ま
す
。

時
代
が
変
わ
っ
て

い
く
中
で
も
、
古
代
か
ら
受
け
継
が
れ

て
い
る
文
化
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。
ハ

ワ
イ
か
ら
来
た
人
と
会
っ
て
話
す
機
会

が
あ
れ
ば
、
正
し
く
使
い
分
し
て
い
た

だ
け
た
ら
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

勝
山
の
多
く
の
集
落
は
、
そ
の
背
後

に
急
斜
面
の
山
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
心
配
さ
れ
る
の
が
、
土
砂
災
害
や

雪
崩
災
害
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
今
回

は
、
雪
崩
災
害
を
自
然
の
力
で
対
策
し

て
い
る
北
谷
町
谷
集
落
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
集
落
を
守
る
ブ
ナ
の
保
安
林

　

北
谷
町
谷
集
落
背
後
に
は
、
傾
斜
度

30
度
以
上
の
急
斜
面
が
あ
り
、
約
３
０

０
本
の
ブ
ナ
林
が
一
面
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ブ
ナ
の
治
水
性
と
い
う
特
性
か

ら
、
谷
の
ブ
ナ
林
は
雪
崩
や
大
雨
な
ど

の
災
害
か
ら
集
落
を
守
る
保
安
林
と
し

て
、
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
伐
採
が
禁
止

さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ
り
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ナ
林
は
、
土
を
つ
く
り
、
水
を
貯

え
、
気
候
を
和
ら
げ
、
多
く
の
生
物
を

養
う
は
た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
林

は
、
谷
集
落
を
自
然
災
害
か
ら
守
り
、

生
物
多
様
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

通
常
、
ブ
ナ
は
標
高
８
０
０
〜
１
５

０
０
ｍ
に
林
を

形
成
し
ま
す

が
、
こ
の
地
は

標
高
約
４
５
０

〜
５
０
０
ｍ
と

比
較
的
低
く
、

こ
れ
だ
け
多
く

の
ブ
ナ
が
こ
の

標
高
で
群
生
し

て
い
る
こ
と
は
と
て
も
貴
重

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
「
ブ
ナ
の
み
ち
」

　

谷
集
落
に
は
、
い
く
つ
か

の
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
（
森
林
な
ど
の

風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で

き
る
小
径
、
散
策
路
）
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
谷
集
落
か
ら
ブ
ナ
林
に
か
け

て
も
、
フ
ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
「
ブ
ナ
の

み
ち
」
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ナ
林

の
ほ
か
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
や
オ
オ
バ

ク
ロ
モ
ジ
、
ヤ
ド
リ
ギ
な
ど
の
植
生
の

観
察
が
楽
し
め
ま
す
。
約
８
０
０
ｍ
進

ん
だ
終
点
に
は
、
山
体
の
斜
面
が
地
す

べ
り
し
た
際
に

形
成
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
周

囲
約
１
５
０
ｍ
、

水
深
約
２
ｍ
の

「
池
の
平
」
と
呼

ば
れ
る
沼
地
が

あ
り
、
古
く
か

ら
大
蛇
と
竜
の

池
の
伝
説
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

春
に
な
る
と
秋
に
落
ち
た
ブ
ナ
の
実

が
、
一
斉
に
芽
吹
き
ま
す
。
５
月
に
は

新
緑
の
「
谷
の
ブ
ナ
林
観
察
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第18回－　雪崩から集落を守るブナ林－第18回－　雪崩から集落を守るブナ林

谷のブナ林谷のブナ林

池の平池の平
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■学生納付特例制度（学特）とは
　国民年金保険料の納付が困難な学生のための
納付猶予（先送り）制度です。
　本制度を受けた期間は受給資格期間に算入さ
れるため、老齢基礎年金やいざというときの障
害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格を得るこ
とができます。

■平成28年度分の学特の受付が始まります
　4月より平成28年度（平成28年4月～平成29
年3月）の学生納付特例の申請受付が始まります。
申 請に必要な物▶年金手帳（お持ちの方）、印鑑、
学生証のコピー（有効期限記載面まで）また
は在学証明書（原本）
申請場所▶市民課または福井年金事務所

■過去に学生納付特例制度を受けた方
　10年以内であれば保険料を納付（追納）する
ことができます。詳しくは下記までお問い合わ
せください。

■ 平成27年度に学生納付特例制度を受けて
いる方
　日本年金機構より、学生納付特例制度更新ハ
ガキが4月上旬に郵送されます。必要事項ご記入
の上、期限までに投函してください。また、平
成28年2月中旬以降に承認された方については
ハガキの郵送時期が5月以降となりますが、この
場合は更新のハガキを待たずに、4月中に前もっ
て新年度分の申請用紙の提出もできます。
※ 在学期間などの変更がある方など、新たに申
請が必要な場合があります

年
金

学生納付特例の申請をお忘れなく！学生納付特例の申請をお忘れなく！20歳以上の20歳以上の
学生の方へ学生の方へ

　「ねんきんネット」に登録するとお持ちの端
末などでこれまでの年金の加入記録が確認でき
ます。また市民課窓口にて登録いただければ加
入・納付の記録を発行しますので、ぜひご利用
ください。

「ねんきんネット」をご利用ください！

問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102　　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516

平成28年度より軽自動車税の税率が変わります
　原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車など（表1）については、購入や登録の時期にかかわらず、す
べての車両について平成28年度分の軽自動車税から改正後の税率が適用されます。三輪・四輪以上の軽自
動車（表2）については新車登録した時期（自動車検査証の「初年度検査年月」）により税率が変わります。

問　税務課（市役所1階）☎88 ｰ 8101

表１　原動機付自転車、
　　　二輪車小型特殊自動車などの税率

区分(二輪等) H27年度
までの税率

H28年度
からの税率

原動機付
自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円
50㏄超
90㏄以下 1,200円 2,000円

90㏄超
125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
二輪の軽自動車など
(125㏄超250㏄以下) 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車
(250㏄超) 4,000円 6,000円

小型特殊
自動車

農耕用のもの
(トラクターなど) 1,000円 2,000円

その他 4,700円 5,900円

表２　三輪・四輪以上の軽自動車の税率

区分
（軽四輪など）

H27.3.31
以前に新
車登録

H27.4 .1
以降に新
車登録

新車登録か
ら１３年を
超える車両

四
輪
以
上

乗　用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪車
（660㏄以下） 3,100円 3,900円 4,600円

※ 地方税の改正により、軽自動車税のクリーン化特
例（税の軽減）が平成28年度より実施の予定です


